
下水道ストックマネジメント計画 

 

１ 計画の目的 

平成２８年度、国においては、新たに下水道のストックマネジメント計画に基づく支

援制度が創設され、今後は、計画的な維持管理および改築を行うことが求められている。 

このことから、川口市では、下水道施設全体の点検・調査計画を策定することで、下

水道施設の状況を計画的に把握し、また、施設の老朽度評価をすることで中長期的な状

態を予測した下水道のストックマネジメント計画を策定するものである。 

    

２ 短期の計画期間 

短期の計画期間は、令和３年度から令和７年度までの５年間である。 
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３ 点検・調査計画の策定         

 

（１）管路施設         

 

ア 重要度区分の設定          

・重要な幹線等 

緊急輸送道路下、軌道下、 

避難所系統、主要な幹線等   

・その他の管路  

 

イ 点検・調査頻度 

整備時期が古い施設や災害時・事 

故時に影響が大きいと想定される 

箇所を優先とし、市内 30 地区を下表

の頻度で実施するものである。 

                    

 

・点検：マンホール部やその内部から目視により下水道管の状態を点検 

・調査：点検状態に基づき、下水道管内をＴＶカメラや人が入れる場合は目視により詳細を調査 

重要度 点検頻度 調査頻度 

重要な幹線等 

（162.5ｋｍ） 

1 回/5 年 

（220 箇所/年） 

1 回/10 年 

（11ｋｍ/年） 

その他の管路 

  

1 回/15 年 

（1,510 箇所/年） 

1 回/30 年 

（４ｋｍ/年） 

管路施設の点検・調査頻度 

※令和３年度から 5 年間の点検・調査計画 

（中央・横曽根・青木・南平地区） 

・点検計画：8,650 箇所 

・調査計画：75ｋｍ 

点検・調査 区分図 

（30 地区に区分） 

 

青木 

横曽根 
中央 

南平 

長寿命化計画（管路施設） 

（平成 29 年度～令和２年度） 

ストックマネジメント計画（全施設） 

（令和３年度～令和７年度） 



（２）ポンプ場施設（ポンプ場：２１施設、地下ポンプ室：５４施設） 

 

ア 管理区分の設定 

土木・建築、機械・電気設備に分類し、予防保全と事後保全の管理区分に設定 

    ・予防保全施設 

状態監視（異常状態を監視する施設）：躯体、防食、防水、ポンプ、 

ゲート設備等 

時間計画（時間的経過状態を監視する施設）：消火、電源設備等 

    ・事後保全施設：付帯設備、建具、金属部品などポンプ機能への影響が小さく異

常発生後に対応 

 

イ 点検・調査頻度 

 

・点検頻度 

目視可能なため日常点検(週に 1 回)、 
     定期点検(年に 1 回）、法定点検(年に 1 回)、 

  臨時点検を適時実施 
    ・予防保全施設の調査頻度 

予防保全施設のうち、異常状態を監視 
する状態監視保全とした施設については 
右表のとおり調査を実施 

 

４ 改築緊急度の評価 

 

（１）管路施設 

 

ア 健全度評価 

点検・調査データから診断し、健全度を評価するものである。 

・診断評価項目：破損、クラック、継手のズレ、浸入水、取付管の突出しなどの

状態を診断評価 

 

イ 改築緊急度評価 

改築緊急度評価は、健全度の評価から、診断した各管路施設について、評価順位

を付け、下記の緊急度に区分するものである。 

・緊急度Ⅰ（重度）：速やかに改築が必要 

・緊急度Ⅱ（中度）：簡易な補修等により５年未満まで改築を延長できる 

・緊急度Ⅲ（軽度）：簡易な補修等により５年以上改築を延長できる 

・劣化なし 

 

（２）ポンプ場施設 

 

ア 影響度評価の設定 

機能面（管理棟本体、揚水機能、沈砂機能など）、能力面（処理能力の大小）、

コスト面（改築費用の大小）について評価を行うものである。 

 

設備名 調査頻度 

躯体 
劣化の兆候が見られ

たとき 

ポンプ井（防

食）、屋上（防

水） 

同上 

ゲート 同上 

陸上ポンプ 25 年に 1 回分解調査 

スクリュポンプ 25 年に 1 回分解調査 

水中ポンプ 10 年に 1 回分解調査 

ディーゼル機関 20 年に 1 回分解調査 

ポンプ場設備の調査頻度 



イ 発生確率評価の設定 

過去の改築実績から各施設・設備の目標耐用年数を設定し、目標耐用年数を超過

した年数及び不具合の有無の状況により評価を行うものである。 

 

ウ リスク評価 

リスク評価は、影響度評価と発生確率評価からリスクが大きい施設・設備の順に

順位を付け評価を行うものである。 

 

５ 改築事業量の設定 

 

（１）管路施設 

 

ア 改築緊急度の判定結果 

過去に点検・調査したデータから改築緊急 

度を評価した結果は、右表のとおりである。 

   

イ 改築事業量の設定 

改築緊急度の判定結果から、緊急度Ⅱ以上を令和３年度から５年間で改築が必要 

な施設として設定するものである。 

改築事業量は、緊急度Ⅱ以上の 15ｋｍと設定するものである。 

※令和３年度から５年間の改築対象地区：中央・横曽根・青木・南平地区 

 

  ウ 令和８年度以降の中長期的な改築事業量の予測 

改築緊急度の判定結果から、緊急度Ⅱ以上の調査延長割合は 20％程度である。 

３の調査計画では、年間 15ｋｍを調査することとしていることから、調査延長 15

ｋｍのうち改築が必要な延長は、15ｋｍ×20％＝3ｋｍ/年と予測するものである。 

 

（２）ポンプ場施設 

 

ア 改築事業量の設定 

各施設のリスク評価を基に令和３年 

度から５年間で改築する事業量の設定 

は右表のとおりである。 

なお、リスク評価結果に加え、地震 

対策関連の工事予定や一体的工事を行 

うことでの効率性等を考慮して設定し 

たものである。 

 

イ 令和８年度以降の中長期的な改築 

事業量の予測 

    右記施設以外の施設については、令和８年度 

以降の計画で設定することとする。 

    なお、優先順位としては、リスク評価を基に、その他の汚水中継・雨水排水ポン

プ場 → 地下ポンプ室 → ゲート等の順とするものである。 

 

緊急度判定 Ｈ26～Ｈ30 調査 割合 

緊急度Ⅰ なし なし 

緊急度Ⅱ 15ｋｍ 20％ 

緊急度Ⅲ 54ｋｍ 72％ 

劣化なし  6ｋｍ  8％ 

合計 75ｋｍ 100％ 

ポンプ 

施設等 

土木 

（地中部） 

機械 電気 

青木中継 〇 〇 〇 

里  〇 〇 

寿町  〇 〇 

元郷排水   〇 

青木橋排水   〇 

丁張橋中継  〇 〇 

仲町排水   〇 

青木橋流出ゲート   〇 

改築緊急度の判定結果 

改築計画対象施設 

※〇は、改築が必要な工種 



６ 事業スケジュール 

下水道のストックマネジメント計画に基づく令和３年度から５年間の事業スケジュー

ルは、下記表のとおりである。 

年次計画（予定） 

 

※令和８年度以降も点検・調査データを蓄積し、５年毎に計画を策定する予定である。 


